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中標津町より社会貢献賞を表彰された藤井弘美さん
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第２１回中標津町表彰式
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新出町長から巽彰を受ける受賞者の皆さん

●
真
嶋
正
義
氏

昭
和
Ⅱ
卜
三
年
か
ら
現
化
ま
で
一
卜
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
、
第
二
脹
中
納
税
貯

帯
組
へ
ｎ
反
と
し
て
、
納
期
内
納
税
の
辨
及

拡
人
を
Ｎ
る
な
ど
紐
へ
Ⅱ
此
の
育
成
備
導
に

しめ人紺１１１１●
て、を谷のⅡＨ松
ぃ本ｌＸ１艮氷和本
ま’１１『るとき１｢＿豊
ずのなしに｜・治
・税どてわ＝氏
務組、た年
行谷納リか
政ｊｉｉＪＶ１、ら
仁の内ｉＪｌｉ現
多育納共征
火成税栄ま
な指の紬で
戊導悴税Ｌ
ｌｌｉＩｉに及貯卜
を努拡帯年

受
賞
軒
の
う
ち
中
標
派
川
農
協
関
係
荷

は
次
の
辿
り
で
す
。

kii鯛M翻第
表そ川論’１１Ｊ十を会一三
膨れ弘氏膿一ど館）ｊ｝
状ぞ氏、協人ので１．．
とれ、ｊＩＬか、発附＝’'１１
記析藤’嶋ら一展Ｉｌｆｐ１ｌｉ
念｝I｝ノトIIzはmにさ、標
Ａ１Ｉ１ｌｌｌＪ弘義、体甑ノＬｌ１Ｔ１ｉｌｋ
が腿災氏！］が徴：、ｌｌｌｌｌｌｌｌ
ｌ１Ｗか氏、梢表な社総表
らら、祉叉彰功会谷彩
れ－瀧会lljltさ紙・文式
ま人場立,jlt九の経化が

自
治
貢
献
賞
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表彰を畳ける松本ざ人
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墨賛若の皆さん 篭場さん

１W（るにと年●
をな努しｌ１ｌ１ｉｌＨ瀧
しどめての和場
て、、、水六慎
い防一ｉｆ卜さ}=
ま犯少lllI~に年氏
す述年のわ［!q
゜動の肋たｊｊ
の非犯Ｉ）か

推行忠、ら
進肪想防圦Ｌ
に’'二の犯圧
多仁糠惟ま
大柄及進で
なｌＭｌｉＩｉｒｊ姿卜
武す揚貝＝

多に会１K絡保Ⅱ●
大｜)&会）］協ＩＭＬまｌＩｒＩ藤
を腿」亀か瀧公で和井
文会とら‘夛公トパ弘
llik組しは班艮《'二卜美
を識てＩｌｉｌ１Ｌ１ｋｌｌＭ三氏
さの、標とびのイド
れずｉｆ保雄Ｌに永三
ま成雌１１１「てＩ|’きⅡ
しと衛保、標にか
た↑iTi′|茗雌まilkわら
｡勅の公た’11「た「
の１(]］述１２１１セリ成
イ化」孔絡成鮎、｝
進帷脇＝会ｌｘｉイ１２
にぴ，識イド辿竹｝［

をヒァｆｉｌ皇●
し及所ＩｌＭＩｌＨ中
てび」量のｉｌノ１１
い雌と水（
ま令しき－１・弘
す育てに平氏
･成、ゎｌｌＬｌ
の地たⅡ
推城’）か
進の、ら
に兄挨呪
多蒲橘ハョ
大のへま
な編きで
戊祉地１．
１縦lhl保＝

努
め
、
水
川
の
税
務
行
政
に
多
人
な
文
献

を
し
て
い
ま
・
す
。

社
会
貢
献
賞
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lli位：千11］

収 入

平成10ｲ勵雛平成11ｲ席liili１０年突紙１１年計lTIil 過不足１０年計iiIji

乳並（ｔ） 102.514.00 97,322.]３ 7,003,307 334,69Ｃ ﾉ'二 ｻﾞ[ 6,636,932 6.668,617 

-41.796 hli給金 548.335 620,948 579,152 大根 ３２．７１１ａ l６７５ｈａ 

134゜２１５収11t(C/S】 78.419 小 計 7,185,267 7,2891565 7,582,459 292.894 

厨
乳用′l言 486,985 520.229 33.244 596.472 てん菜 190.86ｈ３ １７５００ｈそ】

ｌＵＵｌＭｔ） 9,3'1ＬＯＣ 7,469.9Ｃ 肉川」'二 196,312 -18.648 286,503 214.960 

馬鈴畷極了その他蒜産物 5,04Ｃ 7,07Ｃ 2.030 58.3511ａ ７９．５ｈａ 8,195 

食、個体販売計 40.25113 I１５４ｈａ 8９１．１７０ 706,985 723,611 1６，６２６ 

家畜共済金 141,092 116.755 132,537 257,847 517.1511ａ 澱原 524．ｌｈａ 

収雌(俵） 343,348.30 303.765.0(】畜産物計 8.254,397 8,447,162 192,765 8.208,974 

,ViI鈴螺 加工471,158 567.5ｍ 485.243 -82,267 １１ｈ日 １３９ｈ日

てん菜 乳川牛(頭）135.700 l6253C 126.893 -35,637 3.533 3,293 

その他腱溌物 1A１用'１畠(、）25,597 50.03］ 67,43s 17.408 6.816 7,019 

乳牛総頭数農産収入計 632.455 679,575 100,496 24.449 24,652 780,071 

腱業雑収入 225,654 460,l7C 299,39(】 160,78Ｃ 12カ月以｢ 4.425 4.452 

ＩＦ兎
農業収入計 9,067,083 9,494,638 9,426,127 -68《５１１ 13-24カ月１5.3395.339 5,238 

腱外収入 60,230 42,01Ｃ 4２．８１８ 808 25力)1以上114,685 14,962 

安金情人 3.397 総所有地’15,932.4415,689.853.711 131,183 127.786 

資金受入 603,216 336,07(） 267.146 309,609 改良Hf[地 8.797.33 8.637.27 

その他 永年草地[0 3.654.77 3.669.87 

畑地 ＬＯ２４ｊＣ 988.7Ｃ 

ﾉｂＮ 
Ｉ~】 ,7１9,440,63310,271,047９，８０３１１２１－‘162.635 111林原野他 2.394.01 2,456.24 

10年iillIIiil()年突統１１年iil1[ｉｉｉ

艇業収入 9,067,083 9.494,638 9.426`127 

腱業縫尚凹 6.382.650 5.915,566 6.240,06Ｃ 

膿漿所ｉｌＩＬ 3.151.517 3.111.988 3.186.067 

所得率 3,1.8％ 32.8％33.8％ 

４ 

収入

10年計画 １０年 l1il三計ITUＩ 過不足

｣!=乳 6,636,932 6,668,617 7,003 307 334,690 

ｉｌｌｉ絵金 548,335 620,948 579 152 -41,796 

小計 7,185,267 7,289,565 7,582 459 292,894 

乳用′卜 596,472 486,985 520 229 33,244 

肉）1｝’'二 286,503 214,960 196 312 -18.648 

その他畜産物 8,195 5,()4０ ０７０ 2,030 

個体販売計 8９１，１７０ 706,985 723 611 1６，６２６ 

家畜共済金 132,537 257,847 141 092 -116,755 

畜産物計 8,208,974 8,254,397 8,447 162 192,765 

,ViI鈴鰐 471,158 567,510 485 243 -82,267 

てん菜 135,700 162,530 126 893 -35,637 

その他腱躍物 25,597 50,031 6７ 439 ]7,408 

農産収入計 632,455 7800071 679 575 -1Dq496 

農業雑jlX人 225,654 46(),170 299 39(） -160,780 

農業収入計 9,067,083 9,494,638 9,426 127 －６８１５１１ 

農外収人 60,230 42,010 4２ 818 808 

笈金情人 3,711 131,183 397 -127,786 

資金愛人 309,609 603,216 336,()7(） -267山16

その他

ノb、
【~】 9,440,633 10,271,047 9,808,412 --‘162,635 

平成10《勵雛 平成11ｲ席liilii

乳城(ｔ） 97,322.]３ 102,514.()０ 

大根

収+,〔(C/S）

16.75ｈａ 

78,419 

32.7ｈａ 

ｌ３ｌＩ,２１５ 

てん菜

juuk（ｔ） 

190.86ｈａ 

9.3,1Ｌ()〔）

175.00ｈａ 

7-46(19(） 

闘鈴畷極７ 58.35ｈａ ７９．５ｈａ 

食１１】 40.25ｈａ 35.4ｈａ 

澱原

収§llt(俵）

517.15ｈａ 

343,348.30 

524.ｌｈａ 

303,765.()(） 

力Ⅱエ l１ｈａ １３．９ｈａ 

乳J1}牛(頭） 3,533 3,293 

肉)11''二(虹i） 6,816 7,01(） 

乳｣'二総頭数 24,449 24,652 

12カ月以下 4,425 4,452 

13-24カ月 5,339 5,238 

25力)｣以上 14,685 14,962 

総所有地 15,932.44 15,689.85 

改良￥[地 ､797.33 8,637.27 

氷イド草地 ,654.77 3,669.87 

畑地 ,024.10 988.70 

l[1林原野他 2,456.24 2,394.01 

ﾕ0ｲi二iillIIii I()年突統 11ｲﾄﾞi7l1[ljl 

艇業収人 9,()6７ 083 9,494 638 9,426,127 

膿業縫尚'趾 5.915 566 6.382 650 6.240,060 

腱漿所ｉ１ｌＬ 3,151 517 3,111 988 3,186,067 

所１Ｍ：率 3,1.8q‘ 32.810 33.8％ 



／ 平成11年

支 比

ｌＯｆＩＺ計lＩｌ１Ｉ １０年戈継 １１年計iilii 過イ足

労
,『｣芳

山号！ 115.465 109,382 128.284 18,902 

lHu 科‘ 558.246 568.668 574.ｌｌＣ 5．４４２ 

/'２産盗枡‘ 351.323 365,455 351.975 -13,480 

Ｐ用Ｇ

水道光熱 33Ｌｌ７Ｃ 310.712 327.631 1６９１９ 

伽 科 2.164.957 2,286.673 2,263,261 -23,412 

養綺班 358.416 374.783 374.649 134 

索帝1１ 22,235 6,099 1９．６６５ 13.566 

農業共済 356166 362.467 355.680 6,787 

貨料料金 538,259 676,93Ｃ 675.102 1.828 

修理岱 302.510 408`627 307,857 100.77（ 

洲税調興抓 419,010 509.686 481.554 -28.132 

支払利旧， 261,587 255.83Ｃ 250.304 5.526 

その他経'営賀 136122 147.338 129.988 －１７．３５（ 

農業支出計 5，９１５，５６６ 6882,650 1４２５９０ 6,240,060 
Ｐ功

家計１M 1.694.820 1.818,644 Ｌ７０６Ｊ３５ 112.50(） 

経費十家計費 7,610,386 8201,294 7,946,195 255.099 

盗令返済 828.6Ｍ 876.223 809.628 -66,595 

貯金共済 963.644 998,771 969.998 -28.773 

腱業機械 57,149 137,066 1８．３１３ －８８７５３ 

その他 60,001 195,064 84.639 I1q425 

心、
【･】 計 10,408.418 9,519.794 9,858.773 549.6'1５ 

１０年i『[･iT】jilOfl二笈紙１１年jihIlr

総収入合計 9.440.633 l0o27LO47 9.808,412 

総支Ⅲ 9.519.794 ]0.408`-118 9.858,773 

収支過イ;足-79,161-137,371-50,36］

'５ 

支出

1(）１'二計ｌＩｌｉ １０イド戈紙 11年計ｉＴＩｉ 過不足

労賃 115.465 l()9,382 128,284 18,9()２ 

肥料 558,246 568 668 574 110 ｡ 3142 

'１２魔盗制 351,323 365 455 351 975 －１３ 480 

水道光熱 33]，170 310 712 631 1６ 919 

飼料 2,164,957 2,286 673 2,263 261 --23 412 

養畜ｌ１ｉ 358.416 374 783 374 649 －１３４ 

索畜徴 22,235 ６ 099 1９ 665 13,566 

農業共済 356,166 362 467 355 680 －６，７８７ 

質料料金 538,259 676 930 675 1０２ -1,828 

修理秘 302,510 408 627 307 857 -100,770 

識税諸負扣 419,()1０ 509 686 ４８１ 554 -28,132 

支払利息 261,587 255 830 250 304 －５，５２６ 

その他経'嵩iHi 136,122 147 338 １２９ 988 -17.350 

農業支出計 5,915,566 6↑382 650 6,240 060 -142,590 

家計ＩＹ 1,694,820 1,818 644 Ｌ706 135 -112,5()９ 

経費十家計費 ７，６１０，３８６ ８，２０１ 294 ７，９４６ 195 －２５５，０９９ 

査令返済 828,614 876 223 809 628 -66,595 

貯〈ｉｆ共済 963,644 998 771 969 998 -28.773 

牒業機械 57ll9 １３７ 〔)6６ 4８ 313 -88↑753 

その他 6(),0()１ １９５ 064 8４ 63(） －］10,425 

,へ 扇｜【１ 9,519,794 10,4()8,418 9,858,773 －５`19.6,15 

10年,『I1T】jｉ lOfl二突紘 llflZ,il1Ilii 

総収入谷fil 9,440,633 10,27］,047 9,808,412 

総支ｌⅡ 9.519.794 l()､408,-118 9.858.773 

収支過ｲ《足 -79,161 －１３７，３７１ ‐50,361 
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寺
嶋
源
一
さ
ん
宅
の
健
次
・
住
菜
絵
ち

ゃ
ん
は
、
た
だ
い
ま
二
歳
の
巫
気
っ
７
．

ち
ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
が
り
瞳
で
お
迎

え
し
て
く
れ
ま
し
た
。
お
雌
さ
ん
の
絲
呑

さ
ん
は
「
と
っ
て
も
お
し
ゃ
べ
り
で
、
明

る
い
ｒ
」
と
笑
っ
て
話
し
ま
す
。

佳
莱
絵
ち
ゃ
ん
は
、
大
好
き
な
キ
テ
ィ

ち
ゃ
ん
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
兄
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
向
分
よ
り
も
大
き
な
ぬ
い
ぐ
る
み

を
、
だ
っ
こ
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
「
よ

侭宅､

ｉ
ｙ
 

影

い
し
よ
、
よ
い
し
ょ
」
と
、
お
布
川
へ
も

っ
て
行
き
〃
ね
ん
ね
“
あ
そ
び
を
し
て
る

佳
奈
絵
ち
ゃ
ん
は
と
っ
て
も
か
わ
い
い
。

そ
ん
な
佳
奈
絵
ち
ゃ
ん
は
、
お
う
た
ら

人
好
き
、
む
す
ん
で
ひ
ら
い
て
を
ｋ
手
に

欲
え
る
ん
で
す
。
寺
嶋
家
の
ア
イ
ド
ル
で

す
。
夕
〃
に
な
る
と
ミ
ベ
に
チ
ッ
チ
あ

げ
に
行
か
な
く
ち
ゃ
」
と
、
パ
パ
の
津
一

さ
ん
の
ま
ね
を
し
て
、
「
く
っ
し
た
は
い

て
、
帆
子
か
ぶ
ら
な
く
っ
ち
ゃ
」
と
人
は

IＤ 
■ 

シ(行
」

▲ 

ＨｆＰＩ」

P 

佳奈絵ちゃん(2雌）

り
き
り
で
、
み
ん
な
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ

ま
す
。

そ
ん
な
大
好
き
な
家
族
に
側
ま
れ
て
、

厳
Ⅱ
巫
気
い
っ
ぱ
い
、
の
び
の
び
育
っ
て

い
る
佳
奈
絵
ち
ゃ
ん
。
明
る
く
、
雌
や
か

に
お
お
き
く
な
あ
れ
。

,iWl:111ﾙ〈寺嶋淳一･静香さんごた其腿女

ｒ
Ｌ
 

キ詞ちゃんが大好き

６ 



女性部新年１恒例会

とつ！ ヨップで

ひ
大 ☆黙☆☆大火

Ｌ
０
☆
 

－
Ｊ
鰊

碑肉

★ 

蔵

いに賑わう。 ★六六☆☆大☆☆☆

｜
月
二
十
二
日
㈱
農
協
二
階
大
会
議
室
に
お
い
て
、

女
性
部
新
年
恒
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
部
員
間
の
意
見
交
換
や
交
流
の
場
を
つ
く
る

事
を
目
的
と
し
た
新
年
会
が
計
画
さ
れ
、
前
日
よ
り
役

員
、
支
部
長
が
集
ま
り
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

劇■
デヨ里

鍵
考斜二Ｊよ民

〈
１
回
の
新
年
会
は
、
郷
山
以
の
手
作
り
砧

で
ひ
と
つ
ぼ
シ
ョ
ッ
プ
を
鍼
作
り
、
機
り
上
げ

よ
う
と
い
う
〆
か
ら
じ
つ
の
お
店
と
不
川

肺
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
の
お
店
が
出
店
し
、

そ
の
他
に
も
ゲ
ー
ム
人
公
、
部
Ⅲ
以
作
肺
腱
添

な
ど
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。

当
川
は
尺
候
に
も
恵
ま
れ
、
凡
’
六
人

－－－ 

匡可

‐
且

琲
鬮
翰
‐
Ⅱ
刈
壺
‐

一
月

ステキな手づくり品がいっぱい

当拐のみなさんありがとうごさ
い主Ｌだ

リサイクルショップ大盛況

過いルにヨ川てみをなんキまヨんルｉｌｌｉリ移部部の

蔀蝋;;識蝿Mi蝋
_ 

たいＬ’た賑て゜’１売６か＜゜千たFl1で１１.祝での
゜のやム・わ作ま、'１°ブ’千Ｆヤ。試鴨がオ辞１%］も
絶ビ人いつたてどロデ｜作りそあり業１を会と
えン会でた、のの顔ニズリテのいだしドい゜′「

いゲは燕鮴鮪ジガpii諌ﾑﾉﾋＸ蝋１１
なゴで

麟蔦繍蝋:f憐黛溌両
１１昨げあう｜る）ｋ３ｄかなおケがほら｜たりへ・横
をなんＩ１ｌＩシボめ。りどま｜姑シリｉｉｉブおゼと波’１１

安'隣'9W、…

すしあんルーレット「あ－から－い＿

'７ 



農協の
財

階入金

1,627 

16億

14億

12億

10億

８値

平成10年度12月末における、
財務の状況についてお知らせいたしますｃ

1,054９６ ＮＩＩＯ 

前
年
同
期
よ
り
貸
付
金
全
体
で
は
、
六

憶
川
千
四
百
万
円
の
哨
加
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

リリが億で安八三入_よ
憶減１１１－命７Ｔ億余億り旗
一少百億借万八体六二か
干し万五入’'’千で'千千Ｉ）

WiW}虎転'雫嚇
iH誠Ｗｒ雑刀乳刀'ﾘに

難1蝋

-9N 
ＩＦ、 貸

付
金

ク
ミ
カ
ン８年９年１０年

Ｍ貿品供給薇

4．５８７ 

46億

44億

42億

40億

4， 

!:１６;ヅ" 1Ｗｌ）諸〃ま
加、負ｌＴ］文す
と文１１１，１１１゜
なⅡ’七賃に
つ介千科っ
て計Ｕリ科い
いでｒ「金て
ま一万一は
すＩｉｉｔｌＩ１億、
。バなパー飼
千ど灯料
己が刀Ｈｌｉ
ｌ７ｊｉｉｌリバ
ノｊ力Ⅱ、Ｔ
ＩＩ］とド１１几
のな税而

〃のキlli=
ｌＩｊ効ャ年十
の采ンに－
噸もぺりlH
llllあ｜き}
とリン統１」
な、へきＩ
リｌｉＩＩ笑爽}
まイド繊施こ
し同こし）］
た期億た三
・Ｊｉ九Ｗ十
億千チｌｌ
ｌＪＬ１〃ヤま
千［リンで＄
１７－ス、

よが
l)そ川
二れ盗
下ぞ令
三れ、
ｌｒｊｉｉ特
万力'１別
|りし祇
のてｊＬ
１ｉｉお金
､１１り、
と、法
な前定
リイド準
まｌｉ７ＭＭｉ
ＬｊＵＩ金

自
己
資
本

貯
金

d戸ｈ

(内生産資細)

2,96Ｃ 

30億

28億

26億

2］ 

またＪｉニルイ’
す皆。億億が賊
・嫌１ｉ一二岡
の下千億品
ごＩＵ六三取
協Ｙｉｒ「干扱
ノノ〃万八，#ｉ
に｜リｌｌｌｉｊに
対のｊＭｌ〃つ
し11ＭⅡｌｌＩ］ぃ
お川]し、て

１１蕊！

版
元
砧
取
扱
厨
に
つ
い
て
は
、
乳
代
（
棚

給
金
含
む
）
で
一
一
『
億
六
千
百
万
円
、
農
雌

物
で
一
億
二
千
ｎ
万
円
噛
加
し
、
畜
産
物

が
四
億
芒
千
町
万
万
Ⅲ
減
少
し
た
も
の
の
、

命
作
で
は
前
年
同
期
を
一
億
五
千
八
門
〃

Ⅲ
ｆ
Ｍ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

た
辰販

売
事
業

購
買
事
業(内生活店舗）1,627

16億

Ｍ億

12億

1］ 3１ 

1．２８２ 

３１６ 

顔

８年９年１０年

８ 



賃付金(組勘貸残含む）向己潜水 受託腎余

1，５５３ 

4,936 

50億15億

14億

13億

12値

50値

4,2 9, 4,459 

4,158 644 

40億 ]３４ 40億 ’８ 7８ 

2０ ； 

-38］ l］ 「可1 

3３ 

８年９年１０年8年９年１０年 ８年９年１０年

紙勘槽越殿 販売品取扱高（補趙金含む）隅｜定資産

1，１２７ 億
億
億
億
億

７
６
５
４
３
 

億
億
億
億
億

Ｍ
Ⅲ
９
８
７
 

BWH 

80億

６２ 

6,993７，０６１７，２１ｅ －Ｚ３１ 

祠-75丁
70億7４７５８ 

9７ Ｚ 359 

－１６５ －１６ 
Ｐ罰

60億

(内乳代）８年９年１０年 5,67Ｓ ８年９年１０年

５ 

50億 1４６３６１ 

貯金（組勘預り残含む） 級勘預り殿

9’５２ ６ 

@,98;／ 
8,6B０－ｒ 

90億

億
億
億
億

４
３
２
１
 

(内畜産物・農産物）

1,8211,7431,5 

302 5４１ 20Ｆ 

80値 20億

10億様
一一}8２

ＩＣ 

￣ 

~``$’ 
－２１ -78 

８年９年１Ｃ ８年９年１０年 ８年９年１０年

９－ 



テ
ィ
ー
タ
イ
ム

一
方
、
緑
茶
は
葉
を
蕪
し
て
、
醗
酵
を

止
め
る
も
の
で
色
は
緑
で
、
緑
茶
、
Ⅱ
本
茶

と
呼
ば
れ
る
も
の
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
中
間
に
位
樋
し
て
、
半
醗
酵
茶
と
呼
ば
れ

る
も
の
が
ウ
ー
ロ
ン
茶
で
あ
り
、
近
年
、
若

箭
を
小
心
に
人
気
の
あ
る
お
茶
で
す
。

今
川
は
袴
さ
ん
を
紅
茶
の
岡
・
災
同
の

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
ご
招
緋
致
し
ま
す
。

征
朝
、
ご
主
人
の
い
れ
て
く
れ
る
紅
茶

を
ベ
ッ
ド
で
飲
む
の
が
、
ア
ー
リ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
で
す
。
朝
の
め
ざ
め
と
、

｜
Ⅱ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
そ
し
て
、
一
Ⅲ

Ｆ、

今

りおサイしＩ〈ぬもち本ジでるⅢⅢきつでとれの
の蝋ン二１６タ′lニ似る、よのスさすこでツｊｌＩＭのふも噸ま枡
ケｊ、ド段タあイ後合|呼家つ十テて゜と表の話力りあ敬すブ」
１のウＷｔイリムｕｌいで庭と1聯イ次を塊斐休ツ人｜）、.を
キスイねム、と'1$まずで－の１に政すに趣ブるま｜高まこ
がコツので－な頃す゜も凪休タ、める対がやす頓たの
セ｜チスす１１１）は.茶、とみイ午てこす庇や゜を、－
ツン、タ゜で、ア器しいとム｜iii忠とるし人茶再大杯
卜、スン_縫う（よぱうｌｉＴ］と十うの愛いき器確１１１卜の
さ‐コド番いタマし感じい－必人Iｉ１ｉ°めは認の紅
ｉＬ瀞ツに手夕Ｉグ仕じ嫌い'1$典l5Uとの、すお茶
てヒトはの食ヌｶﾘﾈでな、、がな感ソミる１kが
いにラ、込と１γの、もこイあ１１滕謝｜ル人い与
まはン「んいンプ手ｌＩＭｉのれし１）代をサクⅥのえ
ず下ドかだうテがを場ではブそで、｜のな愛て
゜渋のらテ感ィ艮休で．、ﾛンうあ↑「付･た時･liIi〈

舞扇

サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
伯
爵
に
よ
づ
て
発
川

さ
れ
た
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
は
、
特
に
キ
ュ

ウ
リ
を
使
っ
た
キ
ュ
ー
カ
ン
パ
ー
サ
ン
ド

が
メ
ー
ン
と
な
り
ま
す
。

ま
た
コ
ー
ン
に
は
、
家
製
の
ジ
ャ
ム
や
、

マ
マ
レ
ー
ド
が
、
可
愛
い
い
ビ
ク
ト
リ
ア

時
代
の
色
ガ
ラ
ス
の
容
器
に
入
れ
ら
れ
て

添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
プ
ー
ン
や
ナ
イ
フ
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
時
代
か
ら
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ル
バ

ー
製
で
す
。

ア
フ
タ
ー
ヌ
ー
ン
テ
ィ
ー
は
、
紅
茶
の

芥
り
を
大
切
に
す
る
も
の
で
、
グ
ー
ジ
リ

ン
は
マ
ス
カ
ッ
ト
の
秀
り
、
ア
ー
ル
グ
レ

イ
は
グ
レ
イ
公
癖
の
考
案
に
よ
る
も
の
で
、

ベ
ル
ガ
モ
ッ
ト
の
香
り
、
極
め
つ
け
は
ラ

ブ
サ
ン
ス
ー
チ
ョ
ン
で
ｆ
露
几
の
香
り
Ｌ
‐

分
で
、
良
薬
は
Ⅱ
に
怖
し
の
た
と
え
も
あ

り
、
二
度
Ⅱ
は
ご
辞
退
と
い
う
感
じ
で
す
。

茶
器
は
香
り
が
卜
分
伝
わ
る
Ⅱ
の
広
い
、

花
僕
様
な
ど
の
蕪
や
か
な
デ
ザ
イ
ン
の
ソ

１
サ
ー
付
き
の
カ
ッ
プ
が
い
い
で
し
ょ
う
。

雌
後
に
眠
る
前
に
、
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
プ

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
ま
す
。
セ
イ
ロ
ン

の
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
、
イ
ン
ド
の
ニ
ル
ギ
リ

な
ど
、
少
々
あ
っ
さ
り
し
た
も
の
に
ブ
ラ

ン
デ
ィ
か
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
ほ
ん
の
数
滴

脈
ら
し
て
飲
み
一
Ⅱ
の
疲
れ
を
い
や
し
、

安
眠
に
入
り
ま
す
。

何
も
英
風
流
で
あ
る
こ
と
も
紅
茶
で
あ

る
こ
と
で
も
な
く
て
い
い
わ
け
で
す
が
、

忙
し
い
か
ら
こ
そ
一
息
、
一
服
が
必
要
な

の
で
す
。
そ
こ
に
は
我
々
の
未
知
な
る
阯

界
が
勝
っ
て
い
る
の
で
す
。

さ
て
原
禰
も
出
来
ま
し
た
の
で
、
搾
り

た
て
の
牛
乳
を
た
っ
ぷ
り
と
入
れ
て
．
忠
、

ミ
ル
ク
テ
ィ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

1０ 



子牛の飼養管理

北根室地区農業改良普及センター

鰯で求譽｜パリ'突全笂鰯ｔ：腕imL鵬ビル初Ⅷそ識ｉＭｌｉ繼塁へり、＋,|上でのき然企
ま雛のす約起変乳乳ど［lLlま差絵しili［体○を、パ総ル乳て鮒こすなを、服か
す乳イミ。‐こえの吸ｋりすし’ｊま後ｌｎｌ１ＬｌｆＩ１比ラ過ス紹料･で゜ど欲ｌ１ｌでら
゜時足こ○しる緒収与・引ｊｌｔすへのｆＬる’［ツにタ介及、をま′12艮離
ｊ９１にオし訂まこノノ．率え＿いか。三八以必をキよイしぴ今遮せ後好乳
をよ以のすと１１１、るこたら二十１」を典ｉ汁のりンま｜`ｉｉｌｌＩｉｌⅥ、、なま
興り「全・は、免一卜１，(:分’''１分――がる多゛はす形はにそ１１１，史で
引成の乳〕ｚｉｉ１ｊあ疫初ｌＪＬＩを晩Ⅱ以○初あこい先、。ｉｉ１ｉ］初絵の米紡
か艮給を’'二化る性乳時数ｉｌ１ｉ:以１ﾉ､］訂乳ｌ）と品疫’'1１科\し’j・後る’|・
せ不lj-絵はイくいがはｌ１ｌＩ１ｌｊ］後降一がのま仁極グ体のをす、だを
る良ｌｌｔＬｊ・一氏は，ｌｉｊｉｉＫ以ににのにⅡ絵すよでロあイリ初る代けｆｉ
ＩｌＪとばさ［１や、〈<｜ﾉﾘ分給給＝亥ノＪ・りすブる１１１めこ）1］！i]‐て
能な栄れ、Ｉ１ｒＩｌｌ，を絵にけノアｌｊｋＬＩで」]上へＷノ｡’）い〃とと乳いる
性る鍵るり痢質りり雌てしは以十は比乳そンは法すが．｜1＄た
がの要べ体ををます低給た・１２゜‐！ＴＩのの濃時にるｒ１１人にめ

雛せすで週１Ｊ淵乾にらん水｜れルがス良スま’１を｜,1慨めス除て乳」ﾉー代
一‐んが第ｉｌ６し｜iii'|迄なに雄がのるク、タ〈タし１１１１１’1＃取仁スタ々‐r-へをｒ用
刊。.－以なし＃（草Ｉ）／･藤給発のはそ’なＩよかめに仁非タ１に牛の始牛乳
にｌｌＹＷＶｌ前いまはま′卜し17.酵で食のタリタうらる丁‐よfii「｜夕行仁切めは
す峻鍵をのよす良すは吸さに、‘Ｈｆた１，｜・スこ’1ユリにタ１なス勝ら[ノリ
るがや人一ｆう゜ｒｒ゜ス収れあミ１１ポめは下の水タとの露ｉｌｒｌうトはれ}
たⅣ[純き'卜に劣でタさてまル反仁第痢摂を｜が増一典はくし柵ま人
ぬく１Ｅ〈はし賛$１１１れスＩノク射は・も取給タノ''１［ｲｘＷでブニきス度すⅡ
に、のす乾まで剛タるタ、のに水１１１少｜,ﾋｹﾞ．１米６はす’|ユでを、が齢
は絨発る戦しllllで]こ’役水よが内ながす及ま良念・をすか＋,上、時
、這逸このよ’Ｍ１ｌ１はをとタカ：分り必で〈ｊｉｉｉるぴすぐ逃スｊｉｉ。けを命に
スのにと物うなな食に｜ちは蛎要ヅli：なえ二水。なにタ体など乳代
タ発役はＪＴＩｌ・吃いべよがまスリリで藤り、とを１１１り苑１さい仁か１１１
１達立ＩｌＩ１的イ|畠頻もる’）どせタＷすしまｌウドに鮒′|：、途タせよ性ら乳
タしち来刺後はのよ、んん１へ。ます体よ(ili後離しｌるう遮代の
’たまま激ＵＬ１絵をうさど゜タ流ミす゜がりし{乳、のたにし）１１雑

￣ 

な
ど
の
濃
坪
飼
料
の
紬
７
が
不
可
欠
で
す
。

絨
毛
の
発
達
し
た
第
一
汗
は
栄
養
吸
収
率

が
良
く
そ
の
後
の
成
腱
に
決
定
的
な
蝶

が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

服
し
い
子
作
悴
理
の
爽
践
に
よ
り
、
化

後
Ⅲ
～
出
ハ
週
齢
で
（
侭
・
上
～
一
・
○
鑓
の

ス
タ
ー
タ
ー
を
摂
取
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
》
Ⅱ
に
○
・
七
～
一
・
つ
鑓
食
べ
る

Ⅱ
が
二
Ⅱ
間
続
い
た
ら
離
乳
し
ま
し
ょ
う
。

6 
Ｉ 凸噴HＡ

－ 

雄Ｉ'1瀞i蔓：
}錨fｉ５ｍｎ

ミルクと乾草を給与した出生後12週齢の第一胃の内部ミルクと耀厚飼料各給与した出生後12週齢の露一胃の内部

1１１ 



よ
り
一
層
の
生
産
向
上
を
目
指
し
。

●
第
迦
回
中
標
津
町
農
協
て
ん
菜
生
産
振
興
会
定
期
総
会

平
成
十
一
年
一
月
二
十
七
日
、
中
標
津

町
農
協
大
会
議
室
に
お
い
て
、
中
標
津
町

農
協
て
ん
菜
生
産
振
興
会
第
二
十
二
回
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま結Ｉ）てしあ出ンの場認入武ン委
し集－ん１１ｔたり荷原殻を新さり佐タ１１松
たをハイ菜後゜、体料場北年れ、の｜」を「Ⅱ
｡ｌｘｌの戦に今Ilill所に襟度ま提７７所、会
つ生端、後をか変１１ｋかし川橘艮横艮
て塵iilr松検組ら史のらた繊稗の１１１の
いＩ可習１１１討ん後と韮、。案ｊＥ祝１１;（挨
〈上全会しでｊＵＩな沢ビ、夫辞料拶
Ｔｌドをの健てい出りさＩ翁氏を所･の
をロ活のいき荷、んト件を頂腿後
確振動閉〈た１１＃まか返１，('１i選き、、
認しを会半いにたら｝）場（１）、）1：上
し、辿挨と旨集、１１１‐上_し瀧芹ル
閉会し拶な括団ホ！|’の致繊１奄排上
会ｉ１．でＩ）し賊クさ殻でｌ１ｉ仁及/l：
しのよ、まがにしんき氷にｉｌｉセ雄

好￣

■■▲■■▲■■■▲▲■ 
､Ｇの■■●■⑰■■●■■●■丘白■丘■■□●●企●凸■●■■●■●●、●●●●●●｡け●●●●●Ｃ●●●｡●Ｃ●●●●●●Ｃ●の【 Ⅱ【

力を結集し、
へ安定経営を目指し活動。

２２１回Ｉ

馬齢蝦振興対獺M1瀧会
症Ｍ１総会

●第辺回馬鈴しょ振興対策協議会定期総会

珊
些
川
灸

とｌｌ金作 新ｊＬｌｉり認討き対感
し猯此膿雌役ま人、さすな紫）,Ｌ
終しネ１１家後興しが各れるいやが
「活互を仁た選曜まＺＩＰか文｛'）

し鋤の1ｌｘ正縢剛公。誉Ｗｋ羅臓まし力｜）城〃〃会

鳴撫鱗蝋；
たい緒く災

を、は会敬隊

繩ｋ鴛蘇Tii舷薪硴雛Ｗ鮴
滿溌''かＭｇＩ:延定しにりで応駆蕊をで畑ざ、移ノバ検で除

l：ｌｉⅡ「鵬１１ｊ審嶋を杵上会一二ょⅡ

辨繊灘騨1'ijMi箪蝋1,ｉｌｉ

機瀞鮒繕麟ドポ
州濡繩雌艘鰄噸＄而
繍鮓蝿ｉｌ錘;術
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￣ 

』

2LDR副１

力作揃い｢お面づくり」
①ジュニアホルスタインクラブウインタースクール

『子チマ心

みど二ししなれたツちＤ１１１ｊＩＭしの１１１
でん同素、鮴衣るおプは諭し芸たウ標卜
すなｒ焼欲し情ＬｌｎｉＬコルｌ１ｉま教･イ１１ｒこ
れ色イｌＪきノＩｒいでとはをおにし室近ンジ）］
･に仁・を司作光弓作ｌｎｉｌｉｉｉたにガドタユ｜
壮水色’二遮つ′上［ｌリ居、１１１゜はＩｕｌニニ
ヒ焼つげ動てか分ま父’椎、例スアⅡ
がきけてろいらのし｝リ光上にクホか
るしをいくま話守たの''三家な’ルら
かて終まるしさり･みを族りルスーミ
と完えし作たれ神７．な迎二つがタ’''１
つ砿たたり。るに供さえ十つ行イに
ての作｡Ｌまとを進ん、－あなンオフ
も子【V，をた、つのは７人るわクた
楽定は体、兵て作司供が親れう’）
し。、験少剣くつ力た参一｢．まブ、

可

周

露可 閂

pろくろ作りは緊張するなあ』

｡●■□■●｡■■■●■●■ ■■の■○Ｃ●●●●●●■■Ｃ●■●巳●⑪●●●●●●◆①●●ロ●●●⑰●●｡●●●■●●●●●■◆｡⑪●｡●ｓ●●●●●●■■｡▲｡●凸■■■■■

うあ〃しれ塊T<ii後はⅢ>ｊしべ辿で１Ｊ（こ］Ｖｉまケ〈が修ｉ｢｜
説つそかとて在巌かあ院たツ路ガー処このしジニ悠あで＝－
１ﾘ１たのらいい、局らまにニトに。理の千たユ便天い』〔１１）ｊ

蕊溌l溌
導いにのⅡ,!:喜桁,P舵まり、'1甫鮓＄惚：iIi肥

『

将
来
の
酪
農
の
た
め
に
、

ひ
と
り
で
も
多
く
研
修
に

参
加
し
て
ほ
し
い
。

ｏ
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
年
部
幹
部
研
修

腱
陥
川
年
郡
山
田

皀升

まり1１わ進るつさ雌そ人
すし雌かも様きる私保こＬ
゜、後｜）夜にＩ）様逆をでな
ｎFにま遅脈わには行、の
修こしくえかお今な’'１１ｉで
をのたまてるｌ薊のう絡す
しｌギ゜でき嫌い所とが･
て業がまなし得い卜・ＩＩｌｉ
ｉ６にんし対、をうが絡
ら－ばた策そなわつ変
い人つ゜をしんけたlIi’
たでて農川てとで場で
いもい水し将かすイト行
と多る行て求維・、な
凪ぐ’１Ｆの<が緋所い
い参６入ればで栂、

BO 

I－■￣ 
咽咽

辮瀞
ｊ､⑭､ 

津

管

西
恋随

ｕ 

“｛露。Ｉ 
H１ 

【
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暮
ら
し
の

風邪対策
知

０９ 

北根室地区農業改良普及センター＝ 

炎ンと多弱とやすち強体え兄風
をザ倣いくき過こよくノ」風嫌邪艸
ひはしと、は労とつ、が邪わを辺
き、いいリ,に、ながと然允をれひの
おこ全わ状ウどで休拙ソ<ひる〈人
こじ身れがイでき塗癒しいと。は
しら症て懇ル先まを力てていま・
かせ状いイヒス疫すともいもわた（}二

$;if醐鰯:紐…
鞁雛灘
挫蝋沸：“ぬ鰍ｆｌＬＭ

気
を
つ
け
て
い
て
も
風
邪
の
ウ
ィ
ル
ス

は
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
隙
を
つ
い
て

身
体
の
な
か
に
侵
入
し
て
き
ま
す
。
風
邪

を
ひ
か
な
い
こ
と
が
百
計
無
理
な
ら
、
ひ

い
て
も
す
ぐ
治
す
と
い
う
こ
と
を
心
得
て

お
く
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

風
邪
の
ひ
き
始
め
は
と
に
か
く
体
を
あ

た
た
め
る
こ
と
が
第
一
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
、
体
を
あ
た
た
め
て
く
れ
る
料
理

外
出
先
か
ら
州
っ
た
ら
、
ま
ず
は
下
洗

い
と
う
が
い
。
ウ
ィ
ル
ス
を
体
内
に
入
れ

な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
柄
と
、
休
獲

を
し
っ
か
り
と
る
こ
と
で
体
の
抵
抗
力
が

商
ま
り
ま
す
。

1戸、 ま
ず
予
防
が
大
切

ひ
い
て
し
ま
っ
た
ら

いな活力よ
・いのを〈シ

と）ill，Ｉｌｌｉユ「ョ
い忠めにウ
うでてすか
人す瓜る粉
は｡邪氏、
、あを’１１１１を
誠ま治旅不
しりす法ギ
て薬、はの
みに背、３Ｍ
てｌｉｎか１(１イ|ｉ

鱗iiM

を
食
べ
ま
し
ょ
う
。
緋
に
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

（
粘
膜
を
ｆ
常
に
保
ち
病
気
の
川
復
を
助

け
る
）
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
（
瓜
邪
の
ウ
ィ
ル

ス
滴
励
を
抑
え
、
風
邪
を
ｒ
肋
し
た
り
Ⅲ

樫
を
い
め
る
効
采
）
を
し
っ
か
り
と
る
ニ

レ
》
。

かぜ症候群とインフルエンザの違い 風
邪
に
効
く
民
間
療
法

インフルエンザかぜ症候群

症状の表われ方徐々に砲Xが喪われ： 急激に全身ｲ,園)tが炎われ＆

寒け擁し、 'ｉｉｉい

ＩＦ、
,ｎｉｊｊＡ 発熱微熱

鼻水Mlk初からある １－２１］たってから

頭痛あっても経い 強い

関節癌あっても峰い ｉｌｉｉぃ

強いだるさ’ドモい

胃腸症状あっても蝿い 強く出ることがあ鳥

雌蕊が,Ir5い肺炎の合併乳児や,舟齢粉以外はまれ

すぐできてかぜに効く３つの飲み物

こぐ く
ど
（

慨懲（□

弘仁

お
７
仁
か

、墓顧霊､リ
大さじ'I

Ｉ 

1４ 

ま
ず
予
防
が

大
切

一一．I

かぜ症候群 インフルエンザ

症状の表われ方 徐々に鯛Xが炎わｵしる 忽激に燈身汕圃)tが炎われる

寒け 縫い 強い

発熱 微熱 ,iii熱

鼻水 １１k初からある １－２１１たってから

頭痛 あっても稚い 強い

関節病 あってもＩＩｉ$い 雌い

だるさ '陸い 強い

胃腸症状 あっても蝿い 強くＩⅡることがある

肺炎の合併 \し児や,揃緒以ﾀﾄはまｊＬ 確率が1筋い



「
新嬉移農基法魯弾みに

三つの共生鑿が創る2万世紀

刻穆１Hp

農
水
，
文
部
省
も
連
携

文
部
省
と
農
水
脅
は
、
１
９
９
９
刊

夏
か
ら
連
携
し
て
腿
業
体
験
の
機
会
を

増
や
す
事
業
に
取
り
組
む
頭
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
水
省
で
は
熟
練

腿
家
を
指
導
貝
に
す
る
「
農
業
体
験
イ

ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
」
の
幾
録
を
始
め
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
文
部
省
は
２
０
０
２
年
度
か

ら
の
学
校
週
５
日
制
に
対
応
す
る
、
小

・
中
学
校
の
「
新
学
習
指
導
要
領
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
中
で
瀧
Ｈ
さ
れ

る
の
が
、
小
学
校
３
年
か
ら
週
に
２
時

間
以
上
行
う
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
。教
科
を
超
え
て
子
供
の
興
味
，
閃
心

で
国
際
理
解
・
外
国
語
会
話
、
情
報
、

環
境
、
福
祉
・
健
康
な
ど
社
会
や
地
域

の
課
題
に
取
り
組
む
と
い
う
も
の
で
、

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
各
学
校
が

学
校
の
現
場
で
は
い
じ
め
や
篭
校
獺

否
、
校
内
暴
力
に
加
え
、
小
学
校
で
は

授
業
が
成
倣
し
な
い
「
学
級
崩
壊
」
と

い
っ
た
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
解
決
策
と
し
て
、
生
物
に
触
れ

る
（
命
を
育
む
）
「
農
業
体
験
」
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

E＿可

創
意
工
夫
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
間
も
使
っ

て
農
業
体
験
に
取
り
組
む
学
校
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

Ｊ
八
グ
ル
ー
プ
は
、
次
肚
代
を
担
う

子
供
た
ち
の
た
め
、
教
育
委
員
会
や
小

，
中
学
校
と
連
携
し
て
「
学
校
農
園
」

（
学
校
田
、
学
童
農
園
）
な
ど
の
雌
業

体
験
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

庁百

■■■ 
ア

ム」 釣8Ｆ
繊
刑

蝋 浮総
、●／

▲ Ⅸ 

蕊乳，

蕊
戸曰司

【１１で

■
■
■
師

戯

鱸
、ﾛ。｡、

宍
醒

詔

１
、
凡

可

:曇M1|蕊Ｉ鱗
『』」 １１'７ 

蕊
１１'７ 

蕊

【」【」【」

手
軽
な
バ
ケ
ツ

稲
づ
く
り
セ
ッ
ト

－
９
８
９
年
度
か
ら
、
バ
ケ
ツ
で
稲

の
成
長
が
下
軽
に
観
察
で
き
る
「
バ
ケ

ツ
稲
づ
く
り
セ
ッ
ト
」
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
１
９
９
９
年
度
は
こ
れ
ま
で
の

倍
に
当
た
る
５
０
万
セ
ッ
ト
を
用
意
、

２
月
下
旬
か
ら
の
配
布
を
予
定
し
て
い

曇
。｡

b亀
●｡ 

』ｉ
Ｏ 

ジ

● 

ろ／‘ 

℃ 

仇 Ｐ ＩＣ 

ま
す
ｃ
さ
ら
に
、
１
９
９

０
作
度
か
ら
は
一
’
バ
ケ
ツ

編
作
り
コ
ソ
テ
ス
ト
」
も

実
施
し
て
お
り
、
応
募
も

毎
年
増
え
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
ほ
か
に
も
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
は
施
設
見
学
の

愛
け
入
れ
や
低
統
文
化
の

伝
承
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
に
努

め
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
が
命
を
育
む

農
業
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
将
来
的
に
も
こ
の
岡

の
「
農
業
」
が
社
会
の
叩

で
重
要
な
も
の
と
位
繊
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
、
期
待

さ
れ
ま
す
。

□
Ｆ
Ｉ
Ｉ
１
日
Ⅱ
Ⅱ

食の元気は、日本の元気未来に続く大地の恵み

鮒ゼニヅポンｊＡグループー

'1５ 



フォト･アルバム

Ｐ/ｉｍだ』'愈脚剛
祭獅の出来事を紹介します。

珍
プ
レ
ー
で
大
ハ
ッ
ス
ル
／

③
青
葉
会
新
春
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会

露
Ｆ
●
●
●
Ｃ
●
●
■
●
●
●
●
、
●
ロ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
■
●
●
■
●
●
□
■
●
■
□
０
ロ
ロ
■
■
■
０
日
■
ｑ
■
■
■
。
■
■
曰
■
■
■
■
。

除雪機｢はくぞう雪』で
リンク整備
俣落小中学校ＰＴＡ

Ｆミ

_■■甲

，'' 
￣ 

１ 

！ 
ストライクになるかな～

ひは沢′、イ人のをたやてまグ
と、利ル優クもｉＩ１雰当．,|『熊いし人一
と表ｉｌｔｆ勝もおにｌｌｌＩｌｌか出たた会Ⅱ
き杉了一さはとりは気はら没パ゜が十
を式さん渡び、、で’1%’１？’こウノＬ
過とん、辺だハイリリ行一｜Ｍ１でクの．［Ｉ
ご会で三うしツゴドな人にやゴ人ウ、
し食し位クまスかわが龍むル会ポ青
まをたル了しルぶれ参りをフはウ葉
し行ｏ１１さたブリま加ま得人、ル会
たなゲミん・しにしししず会lli；に新

｡ｈムミ三キア迄渋||ﾂﾞﾐｻiii鴬
楽終ん付ス１参ご仁恕ｌｉｊｉｉＩ１１ｉｌ

，kiH11徽今測斬雑誌！

■
｜
■
Ｄ
Ｂ
二
■
●
■
●
一
■
□
●
□
■
●
０
■
■
△
■
■
□
■
●
｜
■
０
」
■
■
■
●
｜
■
■
●
■
■
■
０
●
□
０
●
ｑ
日
■
■
０
９
０
■
｜
■
ｇ
■

F，氏

リンク掃除に大活躍｢はくぞう君田

アなク１単数人八まる腿
を除リヒル機で勢や除した￣供

Ｉ灘iii雛噸’Y［介学
蕊縢艤鱗織

をのＰ

し’産

鍬irtuj男ii没'１倫lijii
1II,「」:蝋Ｉｉｉｋて昨機ン_
と’'１
／…′､｡:｡ 

Ｌが艫#'U際`'§をｸ繼橘′に

薄ゼ鍾{扉瀕しイさ備犬

□ 

や
っ
た
１
．
ス
ペ
ア
ー
と
れ
た
Ｉ
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》
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

第
九
回
理
事
会
の
経
過

附
催
日
附
平
成
十
年
Ｉ
｜
》
Ⅱ
二
卜
八
Ⅱ

附
催
場
所
中
標
津
川
農
協
小
合
縦
霊

〈
議
決
事
項
〉

一
組
谷
風
資
格
の
変
更
に
つ
い
て

二
、
川
定
盗
藤
の
処
分
に
つ
い
て

三
、
ホ
ク
レ
ン
倉
庫
の
賃
借
契
約
に
つ
い
て

四
、
各
種
査
金
の
借
入
巾
込
み
に
つ
い
て

八
、
貸
付
金
利
忠
の
一
部
減
免
に
つ
い
て

〈
協
議
事
項
〉

『
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
仮
設
倉
庫
の
設
殻
に
つ

い
て

二
、
ホ
ク
レ
ン
代
行
給
油
シ
ス
テ
ム
の
廃
止

に
伴
う
新
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
に
つ
い
て

二
、
地
区
別
懇
談
会
の
意
兄
に
つ
い
て

川
、
今
後
の
通
惟
総
会
、
役
輿
選
挙
の
Ⅱ
程

に
つ
い
て

Ⅲ
、
細
た
な
雄
木
法
と
国
際
化
の
も
と
で
の

需
産
・
酪
膿
政
策
の
展
開
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

て
平
成
卜
年
十
二
川
卜
几
ｎ
の
ク
ミ
カ
ン

状
況
に
つ
い
て

一
、
給
油
所
の
状
況
に
つ
い
て

１月の組合目誌

７日一般業務開始

源泉所得税計算作業

８日女'性部三役会議

11日馬鈴しよ振興会役員会

青年部役員会

12日第７回役員協議会

13日青年部50周年記念実行委

員会

第
十
回
理
事
裳
の
経
過

七六五ｌｊｑ二二・へＷＩｌｌ卜Ｉ
、金、、の、、、、議催催
ソの汚各一′ｋ就平ｉｌ１決勝１１
フ徴染jFIi＃Ｕ瀧業成央事所時
ト収乳交変堆ルＬ十会項

lLLJ灘i１ｉ
ｌ係つ付いにて縦１．
のるい金てつ篭九
リ保て要い１１
１険領て

上六五１W三
つ、、定、’'二、

Ⅱ１い平ヨに乳に根

M{てｌｌＭ１糾iiiiへ
処牛病てＩ１ｌｉｉｉ１ｊｌｘ
物度にをＶｌｆＮ
の産つｍｌＩｌＫＯ
今共い味のＳ
後討てし艇八
にでた脇１
つん乳移の
い粉代将ｉｉｿ
ての糀に厳

糖３１［っ」１F
塊のい業
に改て廃

乳牛改良同志会役員会

１４日女性部支部長会議

畑作推進会議

16日第６回酪対役員会

てん菜振興会監査・４役

会議

19日てん菜振興会役員会

20日第７回生産委員会

熟年会役員会

21日第５回営農委員会

酷対乳質向上委員会

青年部役員選考委員会

22日女性部新年会

八七/《TIL四三二一へ二一へ｜‐十ノし八
る、、に、に、業、、、、報、谷、協一、い、左、ス
検新１Ⅱつ平つ』１２慨平版乳ビ告乳上1-1上議、巡て家に家奥
村た店い成い成況成充製１事製の成事除１１１詩っ畜約

戦意岼鐡｡雛{騨
譲船llii捺饗'1て＄識瞬
般ＷｉＭｌ''て性１日$鮭iN4
応業業共って指暁型１１
に慨概済ぃ 弊いく二の
係況況事て 組てつＩｌｉｌ］

馬鈴し蜘辰興会役員会

25日馬事同志会役員会

26日第５回管理購買委員会

肉牛振興会役員会

27日第６回営農委員会

てん菜振興会総会 ｐ… 

28日馬鈴しよ;辰興会総会

29日第10回理事会

乳牛改良同志会役員会

青年部役員会

■■こ○●■Ｇ●ロ●●●●｡●■､●■●●●●ロ｡●●●●●Ｃ■●●●□●◆●●●●●●●●●●●●●●●●■■●●●●●□●●●●●｡●■●●ロ●■●●■■■

斯
日
二
月
一
一
十
一
日
日

毎
年
一
一
月
第
三
日
曜
日
開
催

会
場
開
陽
台
牧
場
内
特
設
コ
ー
ス

受
付
及
び
車
検
午
前
九
時
三
十
分
－
十

時
三
十
分

開
会
式
午
前
十
時
三
十
分

競
技
開
始
午
前
十
一
時
～

参
加
資
格
学
生
、
社
会
人
、
家
族
、
友

人
な
ど
の
チ
ー
ム
で
編
成
し
、
職
種
な

ど
は
問
い
ま
せ
ん
。

（
高
校
生
以
下
の
学
生
に
つ
い
て
は
保

護
者
の
同
意
書
が
必
要
で
す
。
）

競
技
内
容

［
タ
イ
ム
ア
タ
ッ
ク
部
門
］

◎
競
技
規
定
が
あ
り
ま
す

。
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
間
の
タ
イ
ム
を

競
い
ま
す
。

［
デ
ザ
イ
ン
・
ア
イ
デ
ィ
ア
部
門
］

（
Ａ
・
高
校
生
以
上
一
般
、
Ｂ
・
小
中

学
生
以
下
）

◎
参
加
し
た
全
ソ
リ
を
対
象
に
審
査
し

ま
す
。

◎
ソ
リ
及
び
選
手
の
服
装
の
デ
ザ
イ
ン
、

ア
イ
デ
ィ
ア
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
及
び
ア

ピ
ー
ル
を
審
査
員
の
得
点
で
競
い
ま

す
。

問
い
合
せ
先
開
陽
館
（
小
木
ま
で
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
４
－
２
３
６
Ｏ
 

ｍ
榊



…
…
…
前
ご
庁
え
ｕ
（

四
■ 

Ⅱ 

蕊譽鵬鈩＿

》
一一》

一
這
円
言
呂

畑も牧草地も､すっぽり雪の中。

まだまだ寒さは続きます。

やわらかさを増した日ざしが、

淡い春を感じさせてくれる日は

まだ猿いようです。

■ 

(rＥ 

・
獣
軸
、
丹
鮪
蒋
耳
犀
艦
露
画
浅
山
ｃ
顎
栽
、
糊
畷
侍
圏
鶏
溢
灘
貝
慈
索
、
卿
山
ご
画

。
Ⅶ
亀
Ａ
Ｖ
召
震
、
丹
琳
刑
窯
〈
て

■ﾛ 
ﾛ 

､1８ 


